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　本年度から新しい編集委員の一人として参加させていただいております。歴史ある「臨床眼科」
の編集の仕事に携われることを大変光栄に思います。一生懸命頑張りますので，皆様，どうぞよ
ろしくお願いいたします。
　「臨床眼科」2020 年 11 月号をお届けいたします。本号の特集は，「ドライアイを極める！」で
す。ドライアイ診療および研究に関して日本は世界をリードしており，多くの日本人研究者が第
一線で活躍しています。以前よりわが国から提唱されてきた涙液層の不安定化を軸に置いた疾患
の考え方は，TFOD/TFOT といった最先端の診断・治療につながっています。2019 年にはドラ
イアイ診療ガイドラインが作成され，わが国のドライアイ診療はますます盛んになっています。
しかしながら，ドライアイと神経因性疼痛との関連など未解決な部分もあり，これからの研究の
発展が期待されます。今回の特集を読んでいただければ，ドライアイ診療および研究の最先端に
触れることができると思います。
　その他，本号は，読んでワクワクする論文が目白押しです。「今月の話題」の「術前，術後抗菌
薬点眼はもはや不要なのか？」では，筆者の松浦一貴先生が本文中に書いておられるように，常
識を疑い，慣習にとらわれないことが重要であることを再認識することができました。連載の「国
際スタンダードを理解しよう！　近視診療の最前線」では，山城健児先生が「小児の近視の遺伝
子」についてわかりやすく解説してくださっています。近視研究は，これからますます盛んにな
ると思います。最先端の情報をたくさんの若い先生方に読んでいただきたいと思います。
 （堀　裕一）
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